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1．序論 ―保存修復学からのアプローチ―
1－1．研究の対象と背景

本研究の対象は、奈良県桜井市多武峰に位置し
た談山神社（旧・多武峰妙楽寺）の子院、学頭竹
林坊の建築空間をかつて構成していたとされる一
連の金碧障壁画群である（表1）。これらの作品群
は、現在、イギリスの大英博物館、アメリカのシ
アトル美術館、および青森県中泊町の宮越家に分
蔵されている。いずれも紙本金地着色の襖絵であ
るが、その仕立てには差異が見られる。大英博物
館所蔵「秋冬花鳥図」とシアトル美術館所蔵「琴
棋書画仙人図」が片面にのみ本紙が貼付されてい
るのに対し、宮越家所蔵「春景花鳥図」および「名
所風俗図」は、同一の襖の表裏に貼付された両面
仕立てとなっている。

本来、同一の空間内にあった襖絵が一具として
伝来せず、国境を越えて散逸するに至った背景に
は、明治初期の神仏分離および廃仏毀釈の流れが
ある。多武峰でも寺院から神社への改組に伴い、
竹林坊の襖絵もやがて市中に流通したと考えられ
る。海外に渡った2作品についてはかつて表裏一
体であった証言や記録が残されていたが、近年、
国内で宮越家所蔵作品が新たに一連の襖絵として
見出されたことで、これら3か所に現存する作品
がかつて一具の障壁画を構成していたことが明ら
かになりつつある。

なお、本稿では以降、文章の煩雑さを避けるた
め、各作品を適宜「大英本」「シアトル本」「宮越
本」と略記する1。

1－2．先行研究の検討
大英博物館所蔵「秋冬花鳥図」を中心とする襖

絵群については、これまで段階的な研究の進展が
見られる。

まず、同作とシアトル美術館所蔵「琴棋書画仙
人図」が、かつて表裏一体の襖絵であった事実に
ついては、土居次義氏がいち早く指摘している2。
土居氏は1931–1932年頃、京都市内の古美術商K
において、両作品が表裏一体であった姿を実見し
た証言を残している。同時に土居氏は、「秋冬花
鳥図」の向かって右端に描かれた椿の枝の描写か
ら、「この花鳥図の向かって右方には、もと春、
夏の花鳥的景観を描く画があった可能性」を推測
していた。

またその後、同氏は大阪市立美術館が古美術商
より「花鳥図」のみを借用し（1936年12月10日か
ら翌年3月1日）、同館にて展示した事実を確認し
ている。土居氏はこれらの経緯から、1931年から
1936年の間に表裏の絵が分離されたと推測した。

次いで、1998年から2000年にかけて大英博物館
内の東洋絵画修復部門（平山スタジオ）において、

「秋冬花鳥図」の本格的な解体修理が行われた。
修理を担当した阿部光博氏とシドニー・トンプソ
ン氏は、国際会議における修理報告の中で、本紙
寸法の類似性、引手金具のモチーフの同一性、そ
して旧縁の裏に付着していた金箔押し紙の破片が

「琴棋書画仙人図」の仕様に類似することを挙げ、
両者が表裏一体であったという関連性を物理的な
側面から再確認している3。

そして近年、美術史家の山下善也氏は、宮越家所
蔵「春景花鳥図」がまさに土居氏が予見していた「秋
冬花鳥図」の右方に続く一連の画面であることを見
出し、「春景花鳥図」を「秋冬花鳥図」の右側に配
置することで図様が連続することを指摘した4。

表1 調査対象作品一覧
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1－3．本稿の課題と手法
先行研究において、山下氏は、これら分蔵され

た作品群が一具の障壁画であった可能性を美術史
学の視点から示し、土居氏の実見記録もそれを裏
付けている。また、文化財保存修復学の視点から
は、すでに阿部氏らが大英本とシアトル本の表裏
一体の可能性を再確認している。しかし阿部氏の
論考では、両者の法量の近似や引手金具のモチー
フの共通性に言及するにとどまり、その論拠とな
る詳細な計測データや内部構造の全容までは提示
されていなかった。さらに今回、宮越家所蔵の「春
景花鳥図」が同一空間に連なる作品として新たに
浮上したことで、これら3作品の物理的な関係性
を改めて総合的に検証する必要性が生じている。

そこで本稿では、これまでの断片的な情報を整
理した上で、大英博物館内に保管されている過去
の解体修理レポートを詳細に読み解き、さらに客
観的な各襖絵の実測データを新たに提示すること
で、大正から昭和期にかけての本作品群の離散・
改変過程を再構築することを目的とする。

調査の核となるのは、画面を構成する料紙寸法
の計測とその比較分析である。建築史家の西和夫
氏が実証したように、同一時期・同一作事の障壁
画群においては、使用される料紙の寸法や紙継ぎ
の規格に一定の共通性が見出される5。

本稿ではこの視点を導入し、分蔵された各作品
の料紙寸法に加え、引手位置や縁などの構造部材
の仕様を詳細に比較分析する。さらに大英本の過
去の修理記録と、シアトル本の最新の解体調査か
ら得られた情報を統合する。これらの物理的情報
を総合的に検証することで、3作品がかつて談山
神社の学頭竹林坊という同一空間を構成していた
事実を実証的に明らかにしたい。

２．調査の概要と対象作品
本章では、次章以降の構造比較および来歴再構

築の論拠とするため、調査対象となる3か所の作
品群に関する客観的な事実を提示する。

本稿における一連の調査は、大きく以下の3つ
の領域に分けて実施した。第一に学芸情報であり、
各所蔵機関に保管される収蔵記録、過去の修理記
録、往復書簡などの分析である。第二に本紙情報
であり、実地調査に基づく料紙寸法の精密な計測、
および引手位置の割り出しである。そして第三に
表具・修理情報であり、縁や下地の構造、および
解体修理過程で確認された下張り文書など、襖内

部の情報の調査である。
以下では、各所蔵作品について、来歴・寸法・

構造の順に調査結果を報告する。

2－1．各館の所蔵記録と来歴概要
2－1－1．作品概要

大英博物館が所蔵する「秋冬花鳥図（Birds and 
Flowers of Autumn and Winter）」（所蔵品番号：
1937,1009,0.1-4）は紙本金地着色の襖4面である。
本作品は、柱間三間（畳の長辺3枚分に相当）の
空間に4面の建具を立て込む「三間四枚立」の形
式をとる。なお現状において、裏面には白地の唐
紙が貼付されている。

シアトル美術館が所蔵する「琴棋書画仙人図
（The Four Accomplishments and Immortal）」（所
蔵品番号：51.37.1-4）は、金地に極彩色で中国の
文人による四芸の様子を描いた4面の襖絵である6。
大英本と同様に、「三間四枚立」の形式をとる。裏
面には裏打ちされた紺地の薄絓絹7が貼られている。

青森県中泊町の宮越家には本研究対象である
「春景花鳥図」4面に加え、その裏面に貼付された
「名所風俗図」など、合計18面の襖絵が現存して
いる8。本作「春景花鳥図」および裏面の「名所
風俗図」は前述した大英本およびシアトル本の2
作品よりも横寸法が小さく、柱間二間半の空間に
立て込む「二間半四枚立」の形式をとる。なお、
同家が所蔵するその他の関連襖絵としては、「二
間四枚立」の表裏にそれぞれ「名所風俗図」と「竹
図」が描かれたもの8面、および「一間半二枚立」
の「竹図」2面が確認されている。

2－1－2．各館の収蔵の経緯と来歴
談山神社（旧・多武峰妙楽寺）の子院、学頭竹

林坊の襖であったとされる上記の金碧障壁画群は、
1920年頃までに市中に流通したと考えられる。

図1 東京美術倶楽部『福島家並某家御所蔵品入札』1922年
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まず、宮越家所蔵「春景花鳥図」と「名所風俗
図」らの襖絵は「奈良市の某氏」が購入し、1922
年の東京美術倶楽部「福島家並某家御所蔵品入札」
を経て宮越家の所蔵となった（図1）。当時の『東
奥日報』の取材記事（1926年）にも、当主・宮越
正治氏が「奈良の某神社」から流出した品を競売
で落札した旨が記されており、美術市場を経た所
蔵経緯が客観的に裏付けられている。なお、同競
売の目録には「時代極彩色花鳥繪大襖」「裏東海
道五十三次 八枚」と記されており、中泊町によ
る照会でこれらの売却記録が確認されたことによ
り、宮越家へと至った経路は立証されている9。

一方、大英博物館所蔵「秋冬花鳥図」および当
時それらと表裏であったと考えられるシアトル美
術館所蔵「琴棋書画仙人図」は、Ida Collection10

の所蔵を経た後、京都市三条通の美術商川口勇次
郎氏の手に渡り、1930年代半ばに表裏であった襖
絵が分離されたとされる。1936年12月–1937年3月
に大阪市立美術館で展示された「秋冬花鳥図」を
見た美術商オットー・バーチャード博士は、仲介
者を通して川口氏から同襖絵を購入し渡英した。

「秋冬花鳥図」は、National Art-Collection Fund
の寄贈を受けて1937年に大英博物館の所蔵となっ
た（図2）。

分離されたもう一方の「琴棋書画仙人図」は、クー
パ ー、 サ ボ ＆ダーマンズ 社（Cooper, Szabo & 
d'Ehrmanns Ltd.）のロンドンギャラリーがバー
チャード博士から購入し、さらに同社ボストンギャ
ラリーに渡り、第2次世界大戦を挟んだ14年後の
1951年にシアトル美術館が購入・収蔵している11。

この時に同美術商から大英博物館の東洋美術部
門部長バジル・グレイ博士に宛てて、「秋冬花鳥図」
と「琴棋書画仙人図」が表裏一体の襖であった事
実確認を求めている。しかし、肯定的な回答は得
られず、当時は関連性を裏付ける証言も確認され
なかった12。これは、1950年の時点で、専門家や
市場関係者の間ですら両作品が本来ひとつの建具
であったという情報が失われていたことを示して
いる。その後、当時シアトル美術館のアジア美術
担当学芸員であったシャーマン・リー博士が美術
商・繭山順吉氏に照会を行い、表裏に「秋冬花鳥
図」および「琴棋書画仙人図」が貼付された4面
の襖を京都の川口家において実見し、撮影したと
いう土居次義氏の証言を得た13。これらの情報に
基づき、書簡の往復から数日後に同館は当該襖絵
の購入を決定している14。

2－1－3．各館における修理・改装履歴と新知見
大英博物館所蔵「秋冬花鳥図」は、1998年から

2000年にかけて、同館内の東洋絵画修復部門（平
山スタジオ）において、本格的な解体修理が行わ
れた15。シアトル美術館所蔵「琴棋書画仙人図」は、
特別展に供するための修理が1960年に東京で行わ
れており、2026年3月現在、本格的な解体修理が
シアトル美術館保存修復部（舘内保存修復セン
ター）において2025年から継続中である。宮越家
所蔵「春景花鳥図」は、収蔵時の内装施工に伴う
改装修理が1922年頃に行われた。

（1） 大英博物館所蔵「秋冬花鳥図」
1998－2000年の修理記録

修理期間中には、本紙および旧表具材料から視
覚的・構造的情報ならびに文字情報が収集された。
日本美術担当キュレーターらと旧所蔵機関である
談山神社の歴史担当者が連携し、地域史料との広
範な照合が行われた16。その結果、本作品の制作
から流出に至る経緯など、美術史上重要な事実が
明らかになった。中でも、以下に詳述する施工年
代、職人、仕様の詳細、および修理痕に関する情
報は、文化財保存修復学の観点から重要である。
なお、本項の修理・調査の詳細は、阿部氏らによ
る既刊の修理報告論文17、および同館修復室の未
刊行内部報告書18を主要な情報源として再構成し
たものである。

図2 「秋冬花鳥図」1998年修理前写真
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（a）旧塗縁の墨書銘および所蔵シール
1998年の襖装解体に際し、右より第4面の旧塗

縁（左竪縁と下桟）の見込部分から墨書銘が発見
された（図3）。この銘文の解読により、本作品は
嘉永4（1851）年に大規模な修復が施されていた
ことが実証された。

銘文には、木地制作を大工の宇兵衛が担い、漆
塗加工については三輪駅（現・奈良県桜井市三輪）
の塗師・忠治良が「上 （々最高級）」の仕様で施工
したことが明記されている。なお、当該地である
三輪は多武峰（談山神社）の麓に位置する要衝で
ある。本銘文には襖の仕立てを統括した表具師の
姓名が欠落しているが、多武峰周辺における職人
収受の諸記録との照合が試みられ、その結果、同
地域今井町に居住していた神社出入りの表具師

「源兵衛」が、本件の表具工程を実質的に担当し
た可能性が高いと指摘されている19。

また、旧縁（右より第4面の右竪縁）の下部に
所蔵シールが貼られており、「川口氏」のペン書
きが確認できる（図4）。大阪市立美術館で展示さ
れた際、作品識別のために貼付されたものと推察
される。

（b）下張り紙の年代特定
襖の内部構造である「下張り」には、当時の古

文書が反古紙として再利用されていた。これらを
調査した結果、最も古い文書は寛政10年（1798）
のものであり、文化・文政期（1804-1830）といっ
た江戸時代中・後期の帳面が含まれていることが
確認されている。

（c）損傷の要因（1895年の土砂崩れ）
明治28（1895）年頃に土砂崩れが発生し、絵画

を収蔵していた建物が倒壊したという多武峰妙楽
寺の記録から、大英本に見られた著しい水損や亀
裂といった損傷は、この自然災害に起因するもの
と推察されている。

（d）収蔵直前の京都における修理痕
1998年の解体修理に際し、本修理事業を統率し

た修復家阿部光博氏の観察によると、4面のうち1
面のみ修理が試みられた形跡が確認されている。
同館に収蔵される1937年の直前に、京都の表具師
によって行われた処置ではないかと指摘されてい
る。

（e）旧下張りに残る焦げ痕
右より第2面（1937,1009,0.3）の襖下地の裏面を覆っ

ていた紺色の絓絹を取り外したところ、下地の下端
から約26.5cm、右端から約4cmのところに小さな焦

げ痕が見つかった（図5）。大英博物館に保管されて
いる当時の修理記録には、この焦げ痕の位置を記
した手書きのメモが残されている。さらに、阿部氏
らによる修理報告論文（2002年）においても、「シ
アトル本に同様の損傷が見られるか現在調査中であ
る」と言及されており、両者の損傷を照合する追跡
調査が待たれる状況にあった。

（2）シアトル美術館所蔵「琴棋書画仙人図」
1960年の日本国内修理に関する記録

作品購入前後の記録20によると作品の保存状態
は必ずしも良好ではなく、購入から9年後の1960

図3 「秋冬花鳥図」旧縁 修理銘

図4 「秋冬花鳥図」旧縁 ラベル
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年に本作品が日本へ送付され、東京で修理が行わ
れた事実が確認される21。このことから、1930年
代半ばの分離時には本格的な修理は行われず、必
要最小限の修理と改装であったことが示唆される。

当時の書簡等によれば、この修理は翌1961年に
メトロポリタン美術館とクリーブランド美術館で
開催された特別展への出品に合わせた処置であっ
たと考えられる。また修理費用が比較的安価で
あったことからも、1960年の修理作業は簡易なも
のであったと推察される。

2025年の解体調査
本稿執筆中の現在（2026年3月）、シアトル美術

館保存修復部（舘内保存修復センター）にて、「東
京都美術館開館100周年記念　大英博物館日本美
術コレクション　百花繚乱～海を越えた江戸絵画22」
に出品するために、本襖の本格的な解体修理が行
われている。それに先立って、2025年に襖装の解
体調査が行われ、修理銘、下張りと裏打ちの構造
について重要な知見が得られた。

（a）縁および下地框の修理銘
縁および下地框の側面に、修理履歴を示す墨書

および銘記が確認された。縁の内側には、制作・
修理の日付等は記載されていないものの、京都に
所在した表具師の氏名と住所がローマ字にて記さ
れている（図6）23。一方、下地框の側面には、「昭
和三十五年庚⼦五月之修理養清堂相金」のように、
東京の工房において修理が行われた旨を記す墨書
が確認され（図7）24、これは当時の書簡に残る
アベ・ギャラリー（養清堂画廊）を指すと考えら
れる。

（b）下張りと裏打ちに使用された紙
解体された下地には、骨縛り、蓑掛け、蓑縛り、

浮け掛けなどの層が確認された。本紙は二三判

（59.7cm × 95.4cm）の楮紙で裏打ちが施されてい
るが、その下層にさらに古い裏打ち層が確認され
た。表2に示す裏打ち紙1層目と2層目の間には、過
去の修理時に部分的に除去されたとみられる紙の
層も観察された。なお、本紙に直接接する裏打ち
紙1層目は脆弱化が著しく、継目の判別が困難で
あったため、寸法の計測にはいたらなかった。

下地内部の下張り調査では、蓑掛けの層には主
として小判（約23cm×33cm）に墨書きされた明
治期の売掛帳と見られる反故紙が用いられている。
一方、下地の上下一段部分にのみ、インク書きの

図5 焦げ痕比較（左：大英本 旧下地、右：シアトル本 本紙）
図6 「琴棋書画仙人図」縁 修理銘

図7 「琴棋書画仙人図」下地 修理銘

図8 「琴棋書画仙人図」下張り紙
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反故紙が使用されており、その中から大正13（1924）
年の新聞雑誌等の請求明細が確認された（図8）。

本紙の裏打ち層と下張り層に使用されている紙
の繊維組成分析を実施したところ、本紙に直接接
する1層目には楮のみで漉かれた伝統的な紙が使
用されているものの、2層目には木材パルプ混入
の楮紙が使われていた。下張り側上部、「下浮け」
には木材パルプを主原料とした紙（茶チリ・茶浮
け）、「上浮け」には楮紙が使用されているという
結果であった（表2）。

前述の通り1層目の裏打ち紙は極めて脆弱な状
態であったことから、1930年代の修理以前に施さ
れたものであると推測される。また、蓑掛けに大
正時代の反故紙が使用されていることから、組子
下地と骨縛り、蓑掛け、蓑縛りの下張りは1930年
代に京都で施工されたものであると推測される。
1960年の修理時には、下張りは浮け掛けのみ新調

したと考えられ、本紙側の修理としては、以前の
肌裏紙を残し、増裏紙を一部除去し、新しく1層
裏打ちを施したと推察される。

（c）右より第3面（51.37.2）料紙の欠損
前段2-1-3の（e）で述べた大英博物館の記録を

端緒として、シアトル美術館の学芸資料を調査し
た。その結果、1999年2月10日付で大英博物館か
ら送付された書簡において、焦げ痕に関する照会
が行われていた事実が確認された。同書簡では、

「引手金具の下端から約45.5cm、画面右端から約
4.5cm」の位置に同様の焦げ痕を持つ襖絵がない
か確認を求めている25。当時は同館に日本絵画の
保存修復の専門家が不在であったため、実見によ
る確認には至らなかった。しかし、今回の調査に
より、右より第3面（51.37.2）のまさに指定され
た同位置から小さな焦げ痕を伴う料紙の欠損が確
認された（図5）。

表2 「琴棋書画仙人図」下張りおよび裏打ちに使用された紙一覧

図9 高築富次「宮越正治宛書簡」1920年
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（3）宮越家所蔵「春景花鳥図」
「詩夢庵」建設と襖仕立てに関する書簡

購入された古画がいかにして新築の近代和風建
築「詩夢庵」の建具として組み込まれたかについ
ては、宮越家に残る当時の書簡からその詳細を把
握することができる。

大正9（1920）年12月3日付で、東京・日本橋区
上槇町の表具師、高築富次氏から宮越正治氏に宛
てた書簡には、遠隔地での施工に向け、現地の寸
法を椎の木に記して送るよう求める指示や、「来

春には当方にて建込に参上したい」旨が記されて
いる。注目すべきは、書簡内の参考図に「定木椽」
や「印籠椽」といった現状と一致する部材名が記
されている一方で、当初の計画では「金砂子類」
の襖紙を貼付する予定であった点である（図9）。

この書簡が作成された1920年12月から、古画の
落札時期である1922年10月まで、約2年の空白が
生じているが、これは「詩夢庵」の建設工期の遅
れに起因すると考えられる。 中泊町教育委員会
の最新調査によれば、床板裏から「大正十一年八
月十七日　敷打」の墨書が発見され、小川三知作

表3 襖絵寸法表　［単位 ㎝］

図10 採寸図

表4 料紙寸法比較
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のステンドグラスの納入も同年12月であった事実
から、同時期においても内装工事が進行中であっ
たことが判明している。すなわち、内装仕上げの
最終段階において、市場に出たばかりの本作を急
遽入手し、空間の意匠を変更したと推測される。

寸法の異なる古画を新たな建具として転用する
には、画面の裁断や縁の取り換えを含む大規模な
改変と修復作業が不可欠である。 この実務を担っ
た業者に関する確証は現状得られていないが、当
初より内装に関与し、宮越家と継続的な取引の
あった東京・日本橋の表具屋、高築文雅堂であっ
た可能性が高い。この推測は、将来的な解体修理
の際、内部の下張り文書などの痕跡を確認するこ
とで検証されることが期待される。

2－2．各部寸法の計測および比較
2－2－1．料紙および画面寸法の計測結果

三館に保管されている全ての襖絵について、本
紙および料紙の寸法計測を行った。各面の本紙は、
縦5段、横2列の計10枚の料紙を継ぎ合わせて構成
されている。具体的には、引手側に大きな一紙（全
幅）が使用され、寸法の不足分を反対側に継紙（端
幅）を継いで補うという共通の画面構成を持つ。
計測にあたっては、継ぎ位置および各段・各料紙
の寸法を確認した。本紙寸法は縁の内側の値（内
法）とし、縦寸法は左右の平均、横寸法は最上段
と最下段の平均を算出した。料紙の縦寸法は引手
側を基準とした。いずれも0.5mm単位で採寸した
うえで四捨五入し、各作品4面の平均値を測定結
果としている（表3）（図10）26。

本紙寸法を比較すると、大英本が縦173.0cm、
横139.9cmであるのに対し、シアトル本も縦横と
もにほぼ同寸であった。一方、宮越本は大英本と
比較して縦が約3.5cm、横が28.2cm小さい27。

各料紙の寸法に注目すると、2段目、3段目、4
段目の縦寸法は3点ともにほぼ等しい。しかし、
全幅の横寸法においては大英本とシアトル本がほ
ぼ一致するのに対し、宮越本のみ約1.5cm小さい。
大英本における全幅の露出寸法は縦36.4cm、横
94.1cmであるが、実際にはこれに継ぎ代（約0.8-
0.9cm）と、下地側面への折り込み分（約0.6-0.9cm）
を加算したものが本来の料紙寸法となる。事実、
前掲の阿部氏らの修理報告によれば、大英本の料
紙には95.5 × 37.3の間似合紙28が使用されている
と記録されている29。また、現在修理中のシアト
ル本においても、ほぼ同様の料紙寸法であった。

2－2−2．引手位置およびその移動
同一の空間に立て込まれる一具の襖であれば、

引手の位置は原則として統一されているはずであ
る。これらが元来同じ空間にあったことを検証す
るため、各作品の引手位置の計測を行った30。

まず、引手金具と竪縁の距離は、いずれも1寸7
分程度に納まっており、大英本が5.4cm、シアト
ル本が5.2cm、宮越本が5.1cmであった（表3_F）。

続いて、引手の高さを確認するため、本紙画面
下から引手金具の中心までの距離を測定し比較し
た。その結果、大英本とシアトル本はともに
76.4cmで一致した（表3_G）。一方、宮越本は
77.4cmと、他の2作品より1cm高い位置に引手が
取り付けられていることが確認された。

また、宮越本には4面ともに旧引手の痕跡が確
認された。これは前回の修理以前の引手位置と考
えられる。前回の修理時に、この引手痕を目立た
なくする目的で加筆や追加の金砂子が施されてい
るため、右側の2面については正確な移動距離を
測定することができない。しかし、右より第3面
の引手は左に1.3cm・上に0.4cm、第4面の引手は
右に1.2cm・上に0.9cm移動していることが確認
できた（図11）。

図12 引手比較
（左から大英本、シアトル本、宮越本）

図11 「春景花鳥図」引手移動
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2－3．襖の構造と縁の形式
本節では、関連3作品の襖仕立ての構造および

付属する縁の仕様について記述する。調査対象は、
現在付属している部材の仕様に加え、解体時に取
り外され、現在は大英博物館に別途保管されてい
る大英本の旧縁および旧下地を含む。

これら3作品はいずれも4面構成の襖であり、中
央の召し合わせ部分（右より第2面の左竪縁）には、
隙間を塞ぐための「定木縁」が付属している点が
共通する。また、引手および定木縁の金具意匠は
3作品で一致している。これらは赤銅魚々子地に
金の色絵で三つ巴紋を配した「御殿引手」の形式
をとる（図12）。

襖の内部構造については、解体調査が行われた
大英本およびシアトル本において詳細が確認され
ている。いずれも格子状の「組子下地」の上に、
反故紙などを用いた何層もの「下張り」が重ねら
れ、その上に裏打ちを施した本紙が貼付されると
いう、伝統的な下張り構造を有している。なお、
宮越本については現状維持のため解体調査は行わ
れていないが、外観から同様の構造であると推測
される。

2－3－1．大英博物館所蔵「秋冬花鳥図」
1998–2000年修理時の新調部材に関する記録 　

1998–2000年の解体修理において、本作品の襖
の下地および縁は新調されている。当時、日本へ
発注された際の発注記録31によれば、新調された

「桃山襖」4枚の下地寸法は「丈5尺7寸3分 × 巾4
尺6寸4分」と指定されていた。

前節（2-2）で測定した本紙の縦横寸法と比較
すると、この下地寸法はそれぞれ約2分（約
6mm）大きい値を示している。これは、本作品
が印籠仕立ての縁を採用しており、本紙の周囲に
縁が覆い被さる構造であるため、見え掛かりの絵
画寸法よりも下地寸法が一回り大きく設定されて
いるということであり、両者の数値に構造上の矛
盾はない。

1998–2000年修理前の旧部材に関する調査 　
本修理事業において襖絵から取り外された旧縁、

旧下地、および下張り文書などは、同館収蔵庫と
東洋絵画修復室に保管されている。 

旧下地は、木組みを解き角材にした状態で保管
されているが、損傷も激しく、組み上がった状態
での正確な寸法を復元的に計測することは困難で

ある。しかし、旧縁については、形状および寸法
の計測が可能であった。

旧縁は付縁として折れ合い釘を用いて旧下地と
接合されていた。旧下地の見込（厚さ）は5分5厘
から5分7厘（約1.8cm）、付縁の見込は6分5厘から
6分7厘5毛（約2.0cm）であった（表5）。印籠仕立
ての縁は四方の見込寸法が均一であるが、一般的
な襖においては、開閉時に本紙が擦れないよう、
部位によって見込寸法を大きくとるのが特徴であ
る。なお塗装はいずれも新調部材と同様の黒漆塗
りであった。

ただし、一点のみ、明らかに塗りの異なる部材
が混入している事実が確認された（図13）。当該
部材は、他の黒漆塗りとは異なり、赤みを帯びた
潤み色の溜塗が施されている。この異質な縁の存
在については、後述する第3章にて、シアトル本
の部材との比較検証を行う。

2－3－2．シアトル美術館所蔵「琴棋書画仙人図」
シアトル本4面について、付属している縁の仕

様および寸法を確認した。本作品に付属する縁は、
前項（2-3-1）で記述した大英本の旧縁と同一の形
式である。各部の寸法についても、大英本の旧縁
と誤差の範囲内で合致しており、これらが当初は
同一の規格下にあったと考えられる（表5）。

しかし、塗装に関しては、全体に赤みを帯びた
潤み色の溜塗が施されており、前項で触れた「大
英本の旧縁の中に一点のみ混入していた異質な
縁」と、色調が一致するものである。

さらに、本作品の定木縁を確認したところ、一
本のみ、黒漆塗りの部材が混入している事実が判
明した（図14、図15）。この物理的な証拠が具体的
にどの画面との入れ替わりを示しているのか、そ
の詳細な検証と復元については、第3章にて論じる。

2－3－3．宮越家所蔵「春景花鳥図」
宮越本4面について、現状の縁の仕様および寸

法を調査した。
本作品の縁は、下地骨と溝で噛み合わせる印籠

仕立ての構造である。また形状においても、面取
りを施した摺り桟形式が採用されている。この印
籠縁という仕様は、2-3-1で述べた大英博物館が
1998年に新調した縁と酷似している。

したがって、宮越本の縁も、大正時代の修理の
際に印籠仕立てへと替えられたものであると判断
される。
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３．構造比較による一連性の実証 
3－1．料紙・縁・金具情報による制作環境の特定

第2章の寸法計測（表3、表4）で示された通り、
大英本とシアトル本は本紙寸法が縦横ともにほぼ
同寸である。さらに、画面を構成する料紙のうち、
折り曲げや裁断のない中段（2段目から4段目）の
縦寸法の平均がそれぞれ36.4cm、36.5cmとほぼ
一致していた。また、引手の高さ（76.4cm）も完
全に一致することから、これら2作品が当初から
同一の空間に属し、同一規格の建具として仕立て
られた可能性が非常に高いことを示している。

一方、宮越本は大英本に比べ、本紙の縦寸法が
約3.5cm小さい。しかし、中段（2段目から4段目）
の料紙縦寸法の平均は36.6cmであり、他の2作品
との誤差はごくわずかである。この事実から、宮
越本は「詩夢庵」へ移設される際、新たな建具寸
法（二間半四枚立）に合わせて、本紙の上下を合
計約3.5cm切り詰められたことが推察できる。

各面で若干のばらつきはあるものの、おおむね
上部を3cm前後、下部を0-1cm程度、天地合わせ
て約3.5cm裁断することで寸法調整が行われたと
結論付けられる32。

なお、宮越本の引手位置は他の2作品よりも
1cm上方に位置している。このわずかな差異が移
設時の仕様変更によるものか否かについては、今
後、宮越家詩夢庵の他の襖絵と比較考察していく
必要がある。

3－2．縁の部材混入に見る歴史的接点
第2章（2-3）で報告した塗の異なる部材の混入

について、実際の調査は、まずシアトル本の確認
調査から着手した。同作品の縁は全体が溜塗で仕
上げられているが、中央の召し合わせ部分の定木
縁1本だけが、明らかに異なる黒漆塗であった。

表5 下地と縁の情報　［単位 分］

図13 「秋冬花鳥図」旧縁

図14 「琴棋書画仙人図」右より2 上部

図15 「琴棋書画仙人図」右より2 下部
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この発見をきっかけとして、対となる大英本（全
体が黒漆塗）の旧縁を改めて調査した。その結果、
こちらにも1本だけ、シアトル本と同じ仕様であ
る赤みを帯びた潤み色の溜塗の縁が混入している
ことが確認された。

第1章で触れた土居次義氏の証言にある通り、
これら2作品は1931-1932年頃までは、表裏一体の
襖として京都の古美術商のもとにあった。その後、
1930年代半ばに、販売を目的として表と裏が剥離・
分割され、それぞれ独立した片面の襖として仕立
て直されたと考えられる。

襖の表裏を分ける解体作業では、まず周囲の縁
をすべて取り外し、裏面の本紙を下地から外す必
要がある。さらに、剥がした本紙を貼付するため
の新たな襖下地をもう一組新調しなければならな
い。その際、新調した下地には、既存の縁と同様
の形式の縁が用意されたと推察される。ここで重
要なのは、既存の下地を引き継いだ大英本の右よ
り第3面の右竪縁（当初シアトル本側であった時は、
右より第2面の左竪縁に相当）にあった、金具付
きの定木縁の扱いである。表裏を分離して片面仕
立てにした場合、定木縁の仕様は両定木から片定
木へと変更され、大英本側に残したままではこの
金具は裏面側に回ってしまうため不要となる。し
たがって、この定木縁を既存下地から取り外し、
新調したシアトル本側の下地に転用・取り付けた
という当時の表具師の判断は、建具の構造上合理
的である。

ここで、なぜ全く色の異なる縁を混用したのか
という疑問が残る。しかし、現在でこそ赤みを帯
びた潤み色に見える溜塗の縁も、制作当初はより
黒漆に近い暗色であった可能性が高い。漆の特性
上、経年によって透明度が増し下層の色が透けて
見えやすくなるためである。分離作業が行われた
1930年代の段階では、両者の色の差異は現在ほど
顕著ではなく、違和感なく混用されたと推測され
る。

3－3．旧下張りに残る焦げ痕と本紙の欠損
第2章（2-1-3）で述べた通り、大英本（右より

第2面）の旧下張りに残る焦げ痕と、今回シアト
ル本（右より第3面）にて発見された料紙の欠損
は同一の位置にあることが判明した。

さらにこの事実を視覚的・客観的に検証するた
め、大英博物館の修理記録として保管されていた
旧下地の画像と、シアトル本の本紙画像を画像処

理ソフトを用いて照合した。その結果、両者の損
傷位置が正確に一致することが確認できた。

これまで、日本の美術史家や美術商による実見
証言、日英の博物館キュレーターと美術商による
記録照会、構造・状態調査および解体修理に基づ
く文化財保存修復学的アプローチから、両者が表
裏一体であった事実の確認が幾重にも行われてき
た。今回の調査によって得られた、シアトル本に
おける料紙欠損の発見と大英本旧下地焦げ痕との
照合は、これら過去の研究成果を客観的に裏付け
る有力な物証といえる。

3－4．移設に伴う寸法改変の検証
第2章で確認した通り、宮越本は、他の2作品と

比較して縦が約3.5cm小さい。この法量の差異は、
17世紀初頭の社殿（多武峰学頭竹林坊）から近代
和風建築（青森県・宮越家の詩夢庵）への移設に
よる、大規模な仕立て直しの結果である。縦寸法
がこれほど切り詰められている以上、横寸法につ
いても同様に裁断された可能性が高い。本節では、
料紙寸法と引手痕、さらに柱間寸法の推測から宮
越本の当初の本紙寸法について検証する。

3－4－1．料紙寸法と引手痕
2-2-1で述べた通り、宮越本の全幅（引手側に用

いられた大きな料紙）の寸法は、大英本に比べて
約1.5cm小さい。この事実は、引手側の本紙の端
が少なくとも1.5cm裁断されたことを示唆してい
る。

この推測を物理的に補強するのが、2-2-2で報告
した「旧引手痕」の存在である。右より第3面の
引手は左に1.3cm、第4面の引手は右に1.2cm移動
した形跡が確認された。引手金具と竪縁の距離は、
3作品ともに約5.1-5.4cmで統一されている。すな
わち、過去の改変修理において本紙の端を約
1.5cm裁断した結果、元の引手穴のままでは縁と
の距離が詰まって不自然になるため、意図的に引
手を画面内側へ1.2-1.3cm移動させて均整を保った
ものと結論付けられる。

3－4－2．建築内寸法からの柱間の推測
宮越本の当初の横寸法を推測するため、学頭竹

林坊の柱間を算出する。「三間四枚立」の大英本
と「二間半四枚立」の宮越本が直角に交わる部屋
は、15畳の空間であったと推定される（図16）。
大英本の本紙下地寸法である4尺6寸4分（140.6cm）
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に、竪縁の見付6分7厘5毛（2.1cm）と中央定木縁
の見付1寸4分5厘（4.4cm）を加算すると、三間の
柱間寸法は575.2cmとなり、一間あたり約6尺3寸
3分（191.7cm）となる。

これに対し、二間半の柱間は、建築方式が畳割
りであれば479.3cm、柱割り（柱幅を4.5–5寸と仮
定）であれば約477cmとなる。これらの数値を逆
算すると、宮越本の当初の本紙横寸法は116cmか
ら116.5cmの間であったと推測される。現在の横
寸法が111.7cmであることから、移設に伴って本
紙の横寸法は全体で4cm以上裁断されていること
が明らかとなった。

さらに、縁の実測値から当時の建築的な設えも
具体的に復元できる。縁の見込（厚さ）は、引手
が付く側の竪縁（引手縁）で6分7厘5毛（約2.0cm）、
襖同士が重なり合う側の竪縁（重ね縁）で8分7厘
5毛（約2.6cm）であった。この寸法から、当時の

学頭竹林坊の敷居は、襖を走らせる溝幅が7分（約
2.1cm）、溝と溝の間の樋端が4分（約1.2cm）で
構成される「四七溝」と呼ばれる形式であったと
推察される33。

これらの建築的推測と横寸法の裁断の事実を視
覚的に裏付けるのが、1922年の『福島家並某家御
所蔵品入札』に掲載されている当時の写真図版で
ある。当該写真には、画面の左右両端において現
在よりも絵柄の余白が広く残存している状態が確
認でき、本紙が移設時に新たな建築空間にあわせ
て寸法調整されたという上記の推測と合致する。

3－5．縁の形式の変遷
現在、これら3作品のうち大英本と宮越本の塗

縁は印籠仕立てになっている（図17）。しかし前
述の通り、大英博物館に保管されている旧部材、
およびシアトル本の実測結果から、元来の縁は印
籠仕立てではなかったことが確認されている。そ
のため、宮越本もまた、移設に伴う修理が行われ
る以前は、他の2作品の旧状と同じ形式の縁が付
属していたと推測するのが自然である。

また印籠縁は比較的新しい形式であり、関西圏
での使用例は多くない。大正期に東京の経師が仕
立てを行い、青森県中泊町の詩夢庵へと納められ
たという歴史的・地域的な背景も、この仕様変更
が行われた要因として考えられる。

４．伝来と修理変遷の再構築 
第2章および第3章で検証した寸法・構造の改変

痕跡、ならびに内部から発見された墨書や下張り

図16 学頭竹林坊 復元推定平面図

図17 竪縁の形状写真（襖上部より撮影、本紙は下面）
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文書の情報を総合し、本作品群が多武峰竹林坊を
離れてから現在に至るまでの、伝来と改変の歴史
を時系列で再構築する（表6）。

4－1．嘉永期の大修理と明治期の流出
本作品群がまだ学頭竹林坊の同一空間にあった

幕末期、大規模な修理が行われている。大英本の
旧縁に遺された墨書銘から、嘉永4（1851）年に
多武峰山麓の三輪に所在した職人（塗師・忠治良、
大工・宇兵衛）、および当時の記録から推測され
る表具師・源兵衛らの手によって修復されたこと
が確認される。解体時に確認された下張りに、寛
政から文政期の反故紙が用いられているのもこの
時の処置である。現在この嘉永期の修理の状態の
まま残る作品はないが、当時これら全ての本紙が
同様の修理を受けたと推測される。なお、本作品
群の制作時期を17世紀初頭とすると、嘉永の修理
までにはすでに200年以上もの時間が経過してい
る。建具としての用途を考慮すれば、この嘉永期
の修理に至る以前にも、本格的な解体修理が施さ
れていた可能性が高いといえる。

その後、明治初期の神仏分離および廃仏毀釈の
波を受け、本作品群は学頭竹林坊を離れたとされ
る。なお、大英本に見られる著しい水損や亀裂に
ついては、明治28（1895）年頃に多武峰で発生し
た土砂崩れに起因する可能性が、阿部氏らの修理
報告において指摘されている（2-1-3参照）。仮に
これに従えば、本作品群が市中へと流出した時期
は、神仏分離の直後ではなく、それより後年であっ
た可能性も残る。

4－2．大正期の移設と「春景花鳥図」の修理
本作品群に確認される最初の大きな物理的改変

は、大正時代に遡る。ここでは、1922年の東京美
術倶楽部での入札を経て青森県の宮越家へと売却
された後の、伝来とその際に行われた独自の修理
工程について整理する。

4−2−1．入札による伝来と当初構成の推測
現在、宮越家所蔵の「春景花鳥図」4面とその

裏面にあたる「名所風俗図」4面は「二間半四枚立」
の建具となっている。一方、同時に落札されたと
みられる残り4面の「名所風俗図」は、現在は「竹
図」とともに「二間四枚立」の建具に仕立てられ
ており（2-1-1参照）、入札目録に図版が掲載され
ていないため当時の姿は確認できない。しかし、
料紙寸法とその継ぎの構成から、本来これら12面
はすべて、同一規格の「二間半四枚立」の襖絵で
あったと推測される34。

また、入札目録の不鮮明な図版からも、本紙両
端や引手まわりに目立つ損傷が生じていることが
確認できる。この事実から、市場で流通していた
当時の保存状態は決して良好ではなかったことが
うかがえる。

なお、入札目録に「裏東海道五十三次 八枚」
と明記されている点や、先述した料紙寸法の一致
を踏まえると、現在も表裏に貼付されている「春
景花鳥図」と「名所風俗図」は、作品が分蔵され
る以前から変わらない本来の組み合わせであると
考えられる。

4−2−2．本紙に見られる修理痕
この入札の直後、東京の表具師によって、移設

先である近代和風建築「詩夢庵」の空間に納める
ための本格的な修理が実施された。その処置の全
容は今後の解体修理に伴う調査を待つ必要がある
が、画面の表側からは、損傷を目立たなくするた
めの特徴的な痕跡が複数確認できる。

例えば、緑青が剥落した箇所には補彩が施され
ているが、これには近代以降の合成顔料が用いら
れた可能性が高い。修理当時は周囲のオリジナル
顔料と調和していたと推測されるが、両者の経年
劣化の差異により、現在は補彩部分のみが著しく
明度および彩度の高い緑色として浮き上がり、視
覚的な遊離を生じている。

表6 判明している修理歴一覧 
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一方、引手周辺の欠損部に多く見られる、金砂
子を蒔き足す処置については、当初の金地画面と
よく調和しており、オリジナルと後補の慎重な見
極めが求められる状態である。

このような特徴的な修理痕は大英本およびシア
トル本では見られないため、大正期の宮越家への
移設時に行われた独自の処置であると結論づけら
れる。

4−2−3．「詩夢庵」への空間適合と構造的改変
本紙の修復と並行して、すでに建設途中にあっ

た「詩夢庵」の内装寸法に適合させるための構造
的な改変も進められた。

古画の購入時点において、宮越家が当初予定し
ていた金砂子などの装飾紙を用いた襖がすでに完
成していたかは不明である。もしすでに完成して
いた場合、その下地と下張りを再利用して本作品
を貼付した可能性も考えられる。未完成であった
場合は、東京の経師・高築富次からの書簡の指示
の通り、現地の寸法を記した椎の木にならい、東
京で下地と縁を新調したと推察される。

いずれにせよ、この移設の過程で、修理を終え
た本紙は天地が3cm以上、左右が4cm以上裁断さ
れて下地に貼付された。そしてこの時、塗縁は新
調され、印籠仕様へと変更された。

4－3．昭和初期の表裏分離と海外輸出への軌跡
一方、「秋冬花鳥図」および「琴棋書画仙人図」

は、土居氏の実見記録によれば、少なくとも1931
年までは京都の古美術商のもとで表裏一体のまま
保管されていた。しかし第1章で触れた通り、
1936年12月からの大阪市立美術館での展示におい
ては「花鳥図」のみが単独で借用されていること
から、この時点ですでに表裏の分離が行われてい
たことがわかる。ここで注目すべきは、分離に伴
い新調された「琴棋書画仙人図」の縁には、ロー
マ字の墨書にて京都の表具師の名前と住所が記さ
れていた点である。これは、本紙の分離と仕立て
を行った表具師が、修理後に作品が海外へ輸出さ
れることを強く想定していた事実を示している。
輸出という明確な目的があったことを踏まえると、
分離作業から輸出（およびその直前の展示）まで
に長期間を要したとは考えにくい。さらに言えば、
1936年の美術館での展示自体が、海外市場を見据
えた作品の評価向上を意図したものであった可能
性も考えられる。したがって、実際の分離及び改

装作業は1931年から1936年の間という期間の中で
も、展示に近い1936年頃に行われたと推測される。

またこの解体・再仕立ての際に行われた部材の
移動、および本紙と下地に残された物理的な痕跡
は、両者の関係性を裏付ける重要な物証となる。
第3章でも検証した通り、新調したシアトル本の
下地に対し、一本だけ大英本の旧部材である金具
付きの定木縁が取り付けられている。

建具の構造上、この定木縁の機能を必要とする
のは裏面であったシアトル本側であり、独立した
片面仕立てとなる大英本側にこれを残しておく必
然性はなかった。したがって、仕立てを担った表
具師が、建具としての機能を成立させるために意
図的に旧部材を裏面側に移し替えたと推察される。
さらに、大英本旧下地の焦げ痕とシアトル本本紙
の欠損位置が一致した事実は、両者が分離される
直前まで表裏一体として密着していたことを示す
直接的な証拠である。これらの物的証拠は、両作
品が表裏一体の建具であった事実を客観的に裏付
けるものである。

その後、これら二つの作品はともにイギリスへ
渡り、最終的に「琴棋書画仙人図」のみが、さら
に海を越えてアメリカへと渡ることとなった。大
英博物館が購入してから14年後、シアトル美術館
はその来歴を詳細に調査し、土居氏の実見証言を
確かな根拠として同作品の購入に至った。当時は
関係者の実見証言が両者を結びつける唯一の根拠
であったが、今回の物理的痕跡の照合により、そ
の関連性が構造的・物質的な側面からも裏付けら
れたといえる。

4－4．現代の修理と記録の継承
海を越え、あるいは国内に留まり、それぞれ分

蔵された3作品は、その後各所において適宜修理
が行われることとなった。

シアトル美術館所蔵の「琴棋書画仙人図」は学
芸記録にも収蔵時の状態が芳しくない旨が記され
ており、収蔵から9年後の1960年に日本に送られ
修理が施された。予算等の制約があったためか、
昭和初期の改装時に作製された下地を再利用し、
本紙も一層目の裏打ちを残して補強するといった
比較的簡易な処置にとどまっている。しかし、詳
細な修理報告書こそ残されていないものの、下地
框に修理銘が記されたことで、後世への情報伝達
に寄与している。

大英博物館所蔵の「秋冬花鳥図」は1998年から
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2000年に本格解体修理が行われ、修理前の記録写
真からは本紙の裂けや著しい脆弱化がうかがえる。
この「秋冬花鳥図」と「琴棋書画仙人図」の状態
を鑑みると、昭和初期の分離を伴う改変時には、
旧裏打ちの完全な除去といった本格的な修理は行
われていなかったと推察される。

一方、大英博物館での1998年の修理においては、
下地も新調し全ての裏打ちを交換する本格解体修
理が行われた。作品の状態が著しく改善されたこ
とに加え、本修理時に詳細な記録の作成と旧蔵機
関への調査を通じた情報の収集が行われ、とりわ
け取り外された旧部材が破棄されずに保管されて
いた。この措置が、今回の定木縁の入れ替えの発
見を可能にした。

これら海外に渡った2作品と比較して、良好な
状態を保っているのが、宮越家所蔵の「春景花鳥
図」である。これは移設以降に適切な修理と改装
が施されてきたことに加え、同家の人々が長年に
わたり作品の保存に努めてきたことによるものと
考えられる。

これら三者三様の修理と保管の軌跡は、文化財
の長期保存における適切な処置と環境維持の重要
性を示すと同時に、処置時の記録作成、旧部材の
保存、そして次世代への情報伝達がいかに重要で
あるかを改めて示している。

５．おわりに
現在3カ国に分蔵されている襖絵群の来歴を明

らかにするため、本稿では学芸・本紙・表具・修
理に関する各情報を総合し、文化財保存修復学の
視点から客観的な物証を提示することで、大正か
ら昭和期にかけての離散過程の再構築を試みた。

料紙寸法の比較分析は、移設に伴う寸法調整の
実態を明らかにし、作品が本来属していた建築空
間の柱間寸法まで推測を可能にした。さらに、旧
縁の観察によって見出された「定木縁の意図的な
移し替え」や、過去の修理記録と今回の調査を経
て位置の合致が証明された「焦げ痕」といった物
理的痕跡は、「秋冬花鳥図」と「琴棋書画仙人図」
が表裏一体の襖であったことを強く実証する結果
となった。これら細部の検証は、宮越家所蔵の「春
景花鳥図」を含む3作品が、すべて多武峰竹林坊
に由来する一連の障壁画であることを強く裏付け
る結果となった。

本研究の成果は、修理履歴や表具・建具構造と
いった物質的情報が、美術史研究を補完し得るこ

とを改めて示した。国境を越えて分蔵された作品
群の関係性を改めて明らかにできたのは、過去の
修理において旧部材が破棄されずに保管され、詳
細な記録が次世代へと引き継がれてきた成果に他
ならない。文化財の処置に伴う客観的な記録の蓄
積と、古い部材を含む物理的情報の継承が、作品
の歴史的背景を解明する上でいかに重要であるか
を、本事例は明確に示している。

伝世の文化財は、今後も長い歴史の中で幾度か
の修理を経ていくことになる。大正期の移設以降、
本格的な解体修理が行われていない宮越家の「春
景花鳥図」が将来その時期を迎える際、下地内部
の構造や下張り文書といった新たな内部情報が確
認されるはずである。その解体調査が、本稿で提
示した構造的推論を補完し、多武峰学頭竹林坊を
飾った一具の障壁画の全容がさらに明確になる日
を期待して、本稿の結びとしたい。
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注
１ 本稿における作品名の表記について、美術史的・

歴史的な文脈や伝来を論じる場面では正式名称
（または所蔵館名を冠した呼称）を用い、寸法、
部材、損傷痕といった物理的特徴を比較・検証
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する場面においては、対象をモノとして客観的
に扱うため、上記の略称を用いることとする。

2  土居次義「海外の襖絵と狩野孝信（上）」『日本
美術工芸』第528号、日本美術工芸社、1982年、
15-21頁。土居氏の論考ではそれぞれの襖絵を

「琴棋書画図」「花鳥図」と呼称している。
3  国際シンポジウムでの発表内容は下記のポスト

プリントにて刊行されている。Mitsuhiro Abe 
and Sydney Thomson, "The Conservation of a 
Set of Japanese Fusuma," in Harriet K. Stratis 
and Britt Salvesen eds., The Broad Spectrum: 
Studies in the Materials, Techniques, and 
Conservation of Color on Paper, London: 
Archetype Publications, 2002, pp.207-213. 

4  近日、次の論文により、襖絵の筆者について論
証される由、山下善也氏から教示いただいた。
山下善也「再発見、談山神社旧蔵の襖絵群」國
華1569号、2026年7月20日発行予定。

5  西和夫『建築史研究の新視点1 —建築と障壁
画—』（中央公論美術出版、1999年）。同書にお
いて西氏は、二条城二の丸御殿や大仙院本堂な
どの調査を通じ、障壁画の料紙寸法（表面に見
えている寸法と糊代の合計である実寸法）をグ
ラフ化して分析することで、制作時期や担当大
工・絵師のグループ分けが可能であることを実
証している。

6  Object label: The Four Accomplishments and 
Immortal（ 琴 棋 書 画・ 仙 人 図 襖 絵 ）. Early 
17th century .  Kano Sōgen Shigenobu , 
Japanese, 1571–1618. Four sliding doors panels; 
ink, color, and gold on paper. 70 × 57 in （178 
× 144.2 cm）. Seattle Art Museum, Eugene 
Fuller Memorial Collection, 51.37.1–4.

7  2025–2026年の修理開始前は、裏面には裏打ち
された紺色の薄絓絹が貼付されていた。修理後
の仕様では縹色の具引き鳥子紙が裏面に貼付さ
れる予定である。

8  これら襖絵群の収蔵経緯、および同家の離れ「詩
夢庵」への移設過程については、中泊町教育委
員会編『静川園（宮越家庭園）名勝調査報告書』

（2025年）において詳細な調査報告がなされて
いる。本項の記述は同報告書、および同家に現
存する書簡等の一次史料に基づくものである。

9  1926年（大正15年）9月13日付の『東奥日報』。
10 大英博物館Acquisition noteの記録による。Ida 

Collection の日本語表記は残されていない。

https://www.britishmuseum.org/collection/
object/A_1937-1009-0-1-4　

11 シアトル美術館アーカイブ資料。1950年7月4日
付、大英博物館東洋古美術部長バジル・グレイ
博士から美術商S.Cooper氏宛ての書簡。1950年
12月19日付、美術商オットー・バーチャード博
士からシアトル美術館アジア美術担当学芸員
シャーマン・リー博士宛ての書簡。

12 前掲1950年7月4日付書簡。
13 同資料。1950年8月25日付、美術商・繭山順吉

氏からリー博士宛ての書簡。
14 同資料。1950年8月29日付、シアトル美術館館

長リチャード・フラー博士から美術商ティボー・
ダーマン氏宛ての書簡。

15 芸術研究振興財団（現公益財団法人文化財保護・
芸術研究助成財団）助成平山フェローシップ事
業（1998－2000年）

16 Tim Clark氏（元大英博物館）、浅川肇氏（談
山神社元禰宜）、佐伯秀夫氏（談山神社旧社家）、
白原由起子氏（元シアトル美術館、元根津美術
館）、川本桂子氏（大津市文化財保護審議会）
らの調査による。

17 Abe and Thomson、前掲注3論文。
18 大英博物館東洋絵画修復部門（平山スタジオ）

に保管されている未刊行の修理報告書（The 
Hirayama Fellowship Project Report）は以下
の通りである。

・Report No: 98/17/E/1（3 April 1998）
・Report No: 98/17/E/2（27th November 1998）
・Report No: 99/9/E/3（1 June 1999）
・Report No: 99/30/E5/4（6 December 1999）
・Report No: 2000/31/E5/5（10th November 

2000）
・Report No: 2002/3/E/1 Final Report
19 1998年12月7日に佐伯秀夫氏から浅川肇氏に宛

てた書簡で述べられている。
20 1950年8月26日に美術商ティボー・ダーマン氏

からシアトル美術館館長リチャード・フラー博
士に宛てた書簡の中で、シアトル本がイギリス
にあった時期に大英博物館内のワークショップ
で修理が行われたことが述べられている。大英
博物館には修理の記録が残っておらず、修理履
歴については今後も追跡する予定である。

21 シアトル美術館アーカイブ資料。1960年1月11
日付、シアトル美術館アシスタント・キュレー
ター、アーネスト・ディートリッヒ氏から、当
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時取引関係にあった美術商・繭山龍泉堂宛ての
書簡。同書簡には、本作品が修理のために東京
の「アベ・ギャラリー（Mr. Abe's Gallery）」へ
引き渡された旨が記されている。

22 「東京都美術館開館100周年記念　大英博物館日
本美術コレクション　百花繚乱～海を越えた江
戸絵画」展、2026年7月25日～10月18日東京都
美術館、2026年10月31日～2027年1月31日大阪
中之島美術館にて開催。

23 「Made in Masao. Nishimura Takatucji（ママ）
Sakaimachi Kyoto Japan」と墨書されている。
これは現在の株式会社丸二の創業者である西村
正雄氏を指すと考えられる。同氏は明治35年に
表具師「西村高緑堂」として創業し、昭和21年
に内装材料卸業へと事業転換して現在に至って
いる。

24 下地框の墨書には、昭和35年夏に「養清堂」に
て修理された旨が記されている。これは、現在
の東京・銀座にある養清堂画廊を指すと考えら
れる。同社ウェブサイトによれば、同社は明治
6年に表具店として創業し、昭和28年に阿部祐
二氏が画廊へと転業した経緯を持つ。注21で触
れたシアトル美術館の書簡に記された「アベ・
ギャラリー」とは、表具店をルーツに持ち阿部
氏が経営する、この養清堂を指していると考え
られる。

25 引手金具下端を基準とした書簡の指定値（約
45.5cm）は、下地下端を基準とすれば約26.5cm
の同一点に対応する。

26 西和夫氏の調査では継目（糊代）を含んだ料紙
寸法と表面に見えている寸法をX軸とY軸にグ
ラフ化していたが、本調査では継ぎ目を正確に
測定することが困難であったため、表面に見え
ている寸法を記録した。

27 ただし前述の通り、大英本と宮越本は印籠仕様
であるため、縁が本紙に重なっている。したがっ
て、実際の下地寸法は計測された本紙寸法より
も若干大きく、これを加味すると、シアトル本
の下地寸法は大英本よりも相対的に小さいこと
になる。

28 障壁画の料紙には一般的に、間似合紙と呼ばれ
る、半間（約90㎝幅）の襖に間に合う大きさの
紙が使用される。

29 Abe and Thomson、前掲注3論文、211頁。
30 料紙の測定は本紙寸法、料紙寸法のほか、引手

位置を記載した。また表3は鬼原俊枝「舊圓滿

院宸殿障壁畫中の探幽畫と畫風變革開始の時
期」『國華』第1284号、國華社、2002年、23-40
頁を参考にした。

31 1998年2月5日付の請求明細書（Invoice）による。
同記録には「下地厚さ：7分5厘、構造：骨・縁、
4枚内片定木一本込み、形式：印籠仕立て・摺
り桟縁、塗り：本漆黒塗艶消し呂色塗」という
詳細な仕様が記されている。なお、この新調寸
法が修理前の旧寸法と厳密に同一であったかは
断定できないものの、原状回復を旨とする修復
方針に鑑みれば、旧寸法をほぼ踏襲しているも
のと推察される。

32 具体的に表4の料紙寸法比較で宮越本と大英本
を比較すると、平均では最上段（1段目）は宮
越本が約3.2cm小さく、最下段（5段目）は約0.4
㎝小さい。

33 引き違いの襖においては、引手がつく側の竪縁
（引手縁）と、襖同士が重なり合う側の竪縁（重
ね縁）とで、見込（厚み）を変えて仕立てるの
が一般的である。重ね合わせる側の縁（重ね縁）
は見込を厚く作られており、襖を引き違いに重
ね合わせた際に隙間を埋め、本紙同士が擦れな
いようにする役割を持つ。なお 、これらの呼
称には地域性があり、引手側の縁を関西では

「テ」や「手さき」、関東では「ドブ」と呼び、
召し合わせ側を関西では「デアイ」や「引尻」、
関東では「マス」と呼称する。

34 これら名所風俗図群の料紙寸法・継ぎの構成に
関する調査の詳細、および「二間四枚立」への
寸法改変の経緯については、別途、稿を改めて
論じる予定である。
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